
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 
 

記章・標章類に関する教育規程の改正と新設 
 

                                          日本連盟コミッショナー 

                                              膳 師   功 

         以下の通り教育規程を改正する。 

 

第８章 指導者養成 
－ 指導者訓練修了章 － 

 
８－１３－２ 着用方法・部位 

 

 

第９章 制服と旗 
－ 記章および標章 － 

 

９－４－１          制服の着用基準（指導者の正装） 

９－９－１  記章・表彰の着用基準（帽章） 

９－９－４  ボーイスカウトの記章 

９－９－１２ 各種有功記章の着用機会 

９－９－１３ 各種有功記章略章の着用位置 

９－９－１４ 国・外国政府からの勲章 

９－９－１５ 本連盟以外からの有功記章 

 

平成２８年２月２１日スカウト教育推進会議承認 

平成２８年４月１日施行 
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第８章 指導者養成 
―――――― 指導者訓練修了章 ―――――― 

                                            
区分欄：○印は改正条文(案）(アンダーラインが改定提案個所)、無印は現行どおり 

現 行 区分 改 正 (案) 備考 

着用方法・
部位 
8-13-2  
 

⑴ 着用方法  

指導者訓練修了章は、隊指導者の訓練、団指導者の訓練、コ

ミッショナーの訓練及びトレーナーの訓練の各区分ごとに、

修了した課程の上級のものを１個着用する。ただし、隊指導者

訓練を複数課程修了し、他の区分（団指導者・コミッショナー・

トレーナー）の訓練を修了していない場合は、３個までに限っ

て着用することができる。 

 

 

 

○ 

着用方法・
部位 
8-13-2  
 

⑴ 着用方法 

指導者訓練修了章は、隊指導者の訓練、団指導者の訓練、

コミッショナーの訓練及びトレーナーの訓練の各区分で修

了した課程の上級のものを１個ずつ３個まで着用する。ただ

し、隊指導者訓練を複数課程修了し、他の区分（団指導者・

コミッショナー・トレーナー）の訓練を修了していない場合

は、３個までに限って着用することができる。 
 

 

平成６年からトレー

ナーコースの修了章が

増えたために、①隊指

導者の訓練、②団指導

者の訓練、③コミッ

ショナーの訓練及び④

トレーナーの訓練の４

区分となっていること

から、左記の通り表現

を変更する。 

 
※ ボーイスカウト講習会

の修了章は「修了した

課程の上級のもの」を

着ける原則から、他の

修了章を着けるように

なった時点で、これを

外す。 

 

 ⑵ 着用部位は次のとおりとする。 

 
各種有功記章略章 

特別年功章 
    

指導者訓練修了章     

年功章   

 

  

 
 
 

  (現行通り) 
 

 

 

 
左ポケット 
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現 行 区分 改 正 (案) 備考 

 ⑶ 着用の基準は次のとおりとする。 

 ア 現在奉仕している分野の指導者訓練修了章をアの部

位に着用する。 

イ その他の指導者訓練修了章は、隊指導者（修了

順）・団指導者・コミッショナー・トレーナーの順に

着用する。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

○ 

 (3) 着用の基準 

ア 現在奉仕している分野の指導者訓練修了章をアの

部位に着用する。 

イ その他の指導者訓練修了章は、隊指導者（修了順）・

団指導者・コミッショナー・トレーナーの順に３個

まで着用する。 

 

 

 

 

 

 

 

２区分着用時の位置の

変更と着用個数の明記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ ア ウ イ ア ア イ ア ウ イ ア ア 
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第９章 制服と旗 
――――――― 制 服 ―――――― 

 

区分欄：○印は改正条文(案）(アンダーラインが改定提案個所)、無印は現行どおり                                 

現 行 区分 改 正 (案) 備考 

正装の着
用基準 
9-4-1 
 

指導者の正装 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

正 装 の 着
用基準 
9-4-1 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・ 上着は、ボーイスカウトと同じ。 

・ ズボンはウール混タイプおよびブッシュパンツタイプの長ズボンを着用する。 

・ ネッカチーフは、ボーイスカウトと同じ。 

・ ベルトは、ベンチャースカウトと同じ。 

・ 制帽は、男性はハット、女性はハット又は中折れ帽を隊で統一して着用する。

ハットのベルトは革製とし、中折れ帽の帯は紺色と緑色のストライプの布製と

する。 

絵で規程されてい

ないブッシュパン

ツタイプの長ズボ

ンも制服であるこ

とを明記した。 
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第９章 制服と旗 
――――――― 制帽及び帽章、標章の着用 ―――――― 

 

区分欄：○印は改正条文(案）(アンダーラインが改定提案個所)、無印は現行どおり                                 

現 行 区分 改 正 (案) 備考 

記章、標
章の着用
基準 
9-9-1 
 

制服及び記章、標章の着用については次の通りとする。 

（記章、標章の着用基準） 

⑴ 帽章 

ボーイ、ベンチャー、 ボーイ以上の女子スカウト  指導者 

ローバースカウト   および女性指導者 

 

 

正面に帽章つける   左横に帽章をつける   左横に帽章をつける 

 

 

○  

記章、標章
の着用基
準 
9-9-1 
 

制服及び記章、標章の着用については次の通りとする。 

（記章、標章の着用基準） 

⑴ 帽章 

ボーイ、ベンチャー、 ボーイ以上の女子スカウト  指導者 

ローバースカウト   および女性指導者 

 

 

正面に帽章つける   左横に帽章をつける   左横の帽帯上部、ハット 

本体に帽章をつける 

指導者用ハットへ

の帽章装着位置を

明示した。 

ボーイス
カウトの
記章 
9-9-4 
 

ボーイスカウトの記章は次の通りとする。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

ボーイス
カウトの
記章 
9-9-4 
 

 
 

区分 様式・図柄 寸法 地色 着用部位その他 

(4) 

タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ッ
ジ 

 

直径 

3cm の 

円形 

 タスキに着用す

る。 

マスターバッジ

は該当ターゲッ

トバッジに接し

て下につける。タ

スキは右肩から

左脇下にかける。 (5) 

マ
ス
タ
ー

バ
ッ
ジ 

 1×3cm 黒色 

(6) 
技
能
章 

 

4×4cm 

の正方 

形内に、 

直径 

3.5cm 

の円形 

えんじ色 

９課目までは、班

別章の下につけ

る。ただし７課目

以上の場合は、タ

スキに着用でき

る。タスキは右肩

から左脇下にか

ける。 

 

ボーイスカウトが

技能章を取得した

場合は、本来は右袖

に着用するもので

あるため、「（６）技

能章の着用部位そ

の他」を改正する。 

現 行 区分 改 正 (案) 備考 
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◎ 
各種有功

記章の着

用機会 

9-9-12 

本連盟が交付した感謝章・有功章等（以後、有功記章という）は、

時宜に応じて正装または礼装に着用する。 

② 正装で儀式、行事等に出席する場合は、必要に応じて有功記

章正章または略章を着用する。 

③ 礼装で儀式、行事等に出席する場合は、必要に応じて有功記

章正章を着用する。 

④ 有功章正章を着用する場合、日本連盟功労章、都道府県連盟

功労章については区分ごとの上位のものを着用する。 

記章の着用機会を

規程する。 
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 現 行 区分  改 正 (案) 備考 

   

◎ 
各種有功

記章略章

の着用位

置 

9-9-13 
 

複数の有功記章略章を同時に着用する場合には、以下の着用順

序により受章したものをつめて着用する。 

きじ章、たか章、かっこう章、日連特別感謝章、日連感謝章、県

連特別有功章、県連有功章、県連感謝章、特別年功章（上位のも

のを１個） 

② 複数の略章を同時に着用する場合は１列３個までとし、３

個を超える場合は上段を上位として列を加えて着用する。 

③ 善行表彰（人命救助章・公共奉仕章・善行章）および功績章

（スカウティング褒章）略章は、上記有功記章略章の上部

に着用する。 

 

善行表彰（人命救助章・公共奉仕章・善行章）

略章 

功績章（スカウティング褒章）略章 

２３ＷＳＪ奉仕章 ２３ＷＳＪ協賛章 

特別記章類（世界機構表彰、外国連盟表彰） 

Ａ Ｂ Ｃ 

日本連盟有功記章類（以下の記章の内、６個

まで） 

きじ章・たか章・かっこう章 

日連特別感謝章・日連感謝章 

県連特別有功章・県連有功章 

県連感謝章・特別年功章(上位のもの一つ) 

４ ５ ６ 

１ ２ ３ 

訓練修了章・特別維持会員章・維持会員章 

ア：現在奉仕している部門（または役務） 

イ・ウ：他課程の隊指導者訓練を修了した順、

または他区分の記章（上級訓練修了

者は上位の記章） 

ウ：特別維持会員章または維持会員章 

ア イ ウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 複数の有功記章

略章を着用する

上での順位を規

程する。 

(ア) 善行表彰と功

績章は、略章の

形状が違うこ

とから、着用順

位に含まず、こ

れらの上部と

した。 

(イ) 特別感謝章と

日連感謝章の

間には順序性

がないので「上

位１個」とはし

ない。 

 

※感謝・表彰規程第

８条から移設 
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現 行 区分 改 正 (案) 備考 

  ◎ 

国・外国政

府からの

勲章 

9-9-14 

 

国または外国政府から交付された勲章、褒章等を正装あるいは

礼装に着用する場合は、それぞれの着用規程によって着用する。 
※感謝・表彰規程第

７条から移設・改正 

   

◎ 
本連盟以

外からの

有功記章 

9-9-15 

 

世界スカウト機構または、外国スカウト連盟から交付され特別

に許可を受けた有功記章等を正装あるいは礼装に着用する場合

は、それぞれの着用規程によって着用する。 

※感謝・表彰規程第

７条から移設・改正 

 


